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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年12月24日(2015.12.24)

【公表番号】特表2012-511364(P2012-511364A)
【公表日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2012-020
【出願番号】特願2011-540125(P2011-540125)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ   1/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ    1/10     ５２０　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年11月9日(2015.11.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血流が循環することを可能にする拍動型医療デバイス（１０１、２０１、３０１、４０
１、５０１）であって、
　・内壁（５）と、外壁（４）と、２つの端部（６、７）とを提供する外部パイプ（２）
であって、１つの端部（６）はＥＣＣタイプの機械又は補助人工心臓又は患者の身体に接
続するためのものであり、１つの端部（７）は前記患者の身体に接続するためのものであ
る、外部パイプ（２）と、
　・前記外部パイプ（２）に挿入され、内壁（１０９）と、外壁（１０８）と、その周囲
全体が前記外部パイプ（２）の周囲全体に固締された２つの端部（１１０、１１１、２１
０、２１１、３１０、３１１）とを提供し、前記血流が前記内部パイプ（１０３、２０３
、３０３）を通過する、内部パイプ（１０３、２０３、３０３）であって、圧縮可能で柔
軟性があり、且つ剛性化手段を有しない内部パイプとを備え、
　・前記内部パイプ（１０３、２０３、３０３）の前記外壁（１０８）及び前記外部パイ
プ（２）の前記内壁（５）が、流体で充填されるための空間（１２）を画定し、
　前記空間（１２）が、前記空間（１２）の１回又は複数回の拡張／収縮を発生させ、そ
れによって前記血流において１回又は複数回の拍動を生じさせるための器具にコネクタ・
ポート（１３）を介して接続可能であり、前記空間（１２）が流体で予備充填されるよう
になっており、
　前記コネクタ・ポートが、少なくとも２つの直径に沿って対向する位置に前記外部パイ
プを通して形成された少なくとも２つの開口を介して前記空間に接続され、
　弁（１４Ａ、１４Ｂ）が前記内部パイプ（３０３）の一方又は両方の端部（３１０、３
１１）に固締されることを特徴とするデバイス。
【請求項２】
　前記内部パイプ（１０３）の前記端部（１１０、１１１）が前記外部パイプ（２）の前
記内壁（５）に固締されることを特徴とする、請求項１に記載の拍動型医療デバイス（１
０１）。
【請求項３】
　前記内部パイプ（２０３）が、長さに関して前記外部パイプ（２）と実質的に同一であ
り、前記内部パイプ（２０３）の前記端部が前記外部パイプ（２）の前記外壁（４）に固
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締されることを特徴とする、請求項１に記載の拍動型医療デバイス（２０１）。
【請求項４】
　拍動を生じさせるように作用する前記器具が、
　・流体で充填されるように適合されたパウチ（１５）と、
　・拍動するように前記パウチ（１５）を圧迫するように適合された、前記パウチを圧縮
するための手段（１６）と、
　・前記パウチ（１５）を前記空間（１２）に接続し、流体が前記空間（１２）と前記パ
ウチ（１５）の間を流れることを可能にする前記コネクタ・ポート（１３）とを備えるこ
とを特徴とする、請求項１から３までのいずれか一項に記載の拍動型医療デバイス（１０
１、２０１、３０１、４０１、５０１）。
【請求項５】
　拍動を生じさせることを可能にする前記器具が、
　・高圧持続流流体源から流体を取り出すように適合された流体取り出し用手段と、
　・前記流体を低圧拍動流流体に変換するように適合された変換用手段と、
　・低圧拍動流内の前記流体を前記医療デバイスに加えるための少なくとも手段であって
、前記コネクタ・ポート（１３）が、加えるための前記手段を前記空間（１２）に接続す
る、手段と、
　・前記流体を排出するための手段とを備えることを特徴とする、請求項１から４までの
いずれか一項に記載の拍動型医療デバイス（１０１、２０１、３０１、４０１、５０１）
。
【請求項６】
　・ＥＣＣタイプのポンプ（２３）と人工肺（２４）とを含む「Ｚ０」ゾーンと、
　・請求項１から５までのいずれか一項に記載の前記拍動型医療デバイス（４０１）の第
１の端部を含む「Ｚ１」ゾーンと、
　・請求項１から７までのいずれか一項に記載の拍動型医療デバイス（４０１）を含む「
Ｚ２」ゾーンと、
　・請求項１から７までのいずれか一項に記載の前記拍動型医療デバイス（４０１）の第
２の端部を含む「Ｚ３」ゾーンと、
　・大動脈カニューレ（２６）を含む「Ｚ４」ゾーンとを備える拍動型医療アセンブリ。
【請求項７】
　前記拍動型医療デバイス（５０１）が前記人工肺（２４）と前記大動脈カニューレ（２
６）の間に配置されることを特徴とする、請求項６に記載の拍動型医療アセンブリ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　別の実施例では、本発明による医療デバイスに決定された拍動圧力を加えるための器具
は、
　・高圧持続流流体源から流体を取り出すように適合された流体取り出し用手段と、
　・前記流体を低圧拍動流流体に変換するように適合された変換（ｔｒａｎｓｆｏｒｍａ
ｔｉｎｇ）用手段と、
　・低圧拍動流内の前記流体を前記医療デバイスに加えるための少なくとも手段であって
、コネクタ・ポートが、加えるための前記手段を前記空間に接続する、手段と、
　・前記流体を排出するための手段とを備える。
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